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Ⅰ．大村の医学史跡
今夏，長崎県の医学史跡研修に参加した．長崎県柔道整復師会の働きかけで長崎大学医学部のご好意を受けることが
叶ったからである．長崎大学医学部の宝を閲覧させていただけることが最高の企画である．私たち参加者は空路長崎大
村空港に10時半に集合した．長崎県の接骨医学史研究会会員の出迎えを受け，ワゴン車に乗り込んだこの日は，猛暑で
ある．車内で涼みながらまずは大村市の医学史跡を目指す．大村は近代医学の先鞭性を付けた長与専斎の生誕地である．
まずは国立大村病院玄関そばにある長与専斎のブロンズ像（図１）に会いに行く．“衛生”の言葉を残した人だ．大村藩医
の家系に生まれ，適塾に学び，勧められて長崎でポンペに
も学んでいる．明治６年欧米視察団に加わり，その知識を
持って我が国の公衆衛生の指標を付けた人である．生誕の
地は現在個人の住むところとなっていたが，快く見学を許
され，記念碑のみならず，移築した田崎真珠ゆかりの家屋
や手入れの行き届いた庭園を見せていただいた（図２）．す
ばらしい長崎文化を感じた滑り出しだ．生誕地を辞して旧
宅へ向かう（図３）．うっそうとした木々に囲まれ，清楚に
たたずむ旧宅である．10数年前に訪れた時と景観が異なっ
ていたのは移築されていたことによるが，学問の匂いのす
る佇まいは，変りがない．この佇まい，人を感じるのであ
る．明治の男と見るべきか美学を感じる．
Ⅱ．長崎市内へ
時間が押しているらしい．せかされてワゴン車に乗り込んだ私たちは爆心地平和公園の傍を通って“長崎の鐘”で有
名な永井隆博士の如己堂へ向かった．原爆で奥様を失い，ご自身も高度の被爆，お二人のお子さんを抱えて２畳一間の
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図１　長与専斎胸像
図３　長与専斎旧宅図２　長与専斎生誕地
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住まいでご自身のなせることを命の限り尽くされたことは，周知のところだが，ここを訪れる度に目頭が熱くなる．今
回は周りの景観の変化に時の移ろいを感じざるを得なかった．幾度となく訪れてはいるのだが，この佇まいに吹く風や，
太陽の光は何故か悲惨な戦争だけでなく，倹しくも助け合って生きてきた土地柄を感じさせるものがあった．今は高い
壁の記念館が併設され，壁で遮られる景観は，往時を偲ぶには時の流れを感じて何故か寂しい．
Ⅲ．長崎大学医学部
予定の時刻が迫っている．急ぎ長崎大学医学部に向かった．正門は原爆で一度は破壊されたが，復元されてヨーロッ
パ風のモダンなデザインの鉄製門柱が長崎大学医学部を主張している（図４）．長崎大学医学部は平成19年に医学部創立
150周年事業をすませたばかりである．近代西洋医学の提供者は枚挙に暇がないが，教授された側の第一の立役者は松
本良順である．この活躍の原風景は司馬遼太郎の「胡蝶の夢」と吉村昭の「暁の旅人」を並読するに限る．門を入って
すぐの前庭で，我々は医学部創立150周年記念事業で新築された良順会館の玄関で記念撮影をした．今回案内を受ける
相川忠臣先生がしばらくして笑顔でやって来られた．先生は，現在，活水女子大学教授と長崎大学名誉教授を兼任され
ており，専門分野は生理学と聞く．平成19年度日本医史学会秋期大会会長もされた方である．庭に建つ数々の顕彰碑や
ブロンズ像の簡単な説明を受けて，私たちは良順会館（図５）に案内された．館内の展示資料の整備はこれから時間をか
けておこなうそうである．フロアー中央階段壁面に掛けら
れた４名の先人のレリーフが目をひく（図６）．ポンペ，ボー
ドイン，松本良順，長与専斎である．相川先生によるとレ
リーフの元になったのが上野彦馬の撮った若かりし頃の松
本良順とポンペの写真によるものだそうだ．上野彦馬は日
本の写真術の先駆者と云われている．我々は近代医学資料
の宝庫付属図書館に案内された．いよいよ研修会のメイン
テーマに入って行く．背筋のゾクッとする瞬間だ．図書館
内は在校生が静かに閲覧している．傍を我々15名が列をな
して静かに移動して行く．研修ルームに入った私たちは相
川先生の準備された“医学は長崎から―近代医学の誕生―”
と題された講義を受ける企画となっていた．
Ⅳ．相川先生の講義
16世紀以降，西洋からの窓口だった平戸（南蛮口），長崎（オランダ口）からもたらされた文化は，レメリンの人体解剖 
図，パレの外科書，スクルテタスの書など数々あげられるが，それらを基に楢林鎮山が「紅夷外科宗伝」として翻訳し，
医学を志す人々に広く知らしめたことは外科学ではセンセーショナルな出来事だった．西洋医学の内容を色彩豊かな挿
絵を入れた我が国初の画期的な構成の本である．この挿絵を引用し「整骨書」まで至る経緯は多くの研究テーマに取り
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図４　長崎大学医学部正門
図６　良順会館内のレリーフ図５　良順会館前にて
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上げられている．また講義の内容はシーボルト，モーニッ
ケの医学，海軍伝習と医学校の設立，ポンペからボードイ
ンまでの長崎を舞台にした歴史をレジュメとスライドを使っ
て話された（図７）．盛りだくさんで且つ貴重な内容の講義
であった．自然科学に基づく近代医学の幕開けまでを詳細
に講義していただけたことは有意義であったし，近代医学
史を改めて探求できた時間であった．我々は接骨術の歴史
に固執しがちであるが，医学とは万人の健康のためにある
総合医療であるから，命をテーマに自然科学的考え方が取
り入れられたこと，衛生の考え方，コレラ天然痘の防疫が
科学的になされたことが国家的事業としては格段に重要性
を持ったことは否めない．その中で先生は我々にsurprise
もくださった．ポンペの講義の中に骨折に対してギプス
を巻く指導があったことを取り上げてくれた．資料には
Paris bandageとして紹介し，ポンぺの授業時間割としては独語でGips Verbandとしてあった．当時，石膏はパリでほと
んど作られていたそうで，Paris bandageと呼ばれていたことも付け加えて教えていただいた．相川先生はポンペの言葉
も熱く語られた．「ひとたびこの職務を選んだ以上，もはや“医師は自分自身のものではなく，病める人のものである”」
医療人の端くれとして，改めて「肝に命ずべし」である．近代医学の幕開けにシーボルトの名が出てくるが，シーボル
トはドアを開けてくれた人物であり，ポンペは系統立てた医学教育をしてくれた最初の人物である．故・鳥居良夫先生
（元日本柔道整復師会会長）が“ポンペの役割が最も偉大だ”と良く言っておられたのが懐かしい．講演の後，相川先生
はfloor sessionの形で時間を割いてくださった．
Ⅴ．資料閲覧
有意義で楽しい時間があっという間に過ぎて，いよいよ国宝級の資料の閲覧が叶う時が来た．奥の資料室に案内され
る．先生はそのまた奥の資料室から，二宮彦可の「正骨範」を持ってこられた（図８）．日本三大整骨書の一つである．
原本を見る感激は格別である．正骨範は故・鳥居良夫先生が日整の事業として再販本を出して下さったので内容は目に
したことがある．さすがに実際に活用されたらしい原本は歴史の重みを感じる．さらに整骨範から選出された脱臼16図
の整復法を描いた「正骨原」の掛け軸も出して下さった（図９）．これは初めて見る資料である．一幅の中に顎関節脱臼
の整復図から股関節まで多彩に母法（基本法）・子法（別法）と様々に描かれている．彦可の養嗣子二宮督が古香齋に描か
せたものだそうだ．我々の立場で見れば，整復の状況のイメージを深く汲みとることができて興味深かった．私は肘関
節脱臼の整復図と大正時代に出版された安井寅吉先生著の「柔道整復術」に示される整復法との照合で大変興味のある
事実を発見したがこの内容は別の機会に譲ることにする．ついに楢林鎮山の「紅夷外科宗伝」の原本を拝見する時がきた．
“感激の瞬間”原本はかなり紙の礫禍が進んでいたと見え，丁寧な修復の跡が見てとれた．縁の破損は新しい和紙にそ
っと載せて丁寧に貼付けた跡が見えるが，損傷の少ない中央に描かれた部分は極彩色に岩絵の具で描かれた様で，その 
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図９　正骨原に描かれた脱臼図
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図８　正骨範（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図７　相川先生の講義を受けて
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鮮明さは今も私たちを圧倒させる．当時，パレの
「外科全書」やスクルテタスの書「外科の武器庫」
の原著を見た先人たちはどのような思いで目にし
たのだろう．想像するに難くない．原著を正確に
写した紅夷外科宗伝の原画である（図10，11）．時
代考証をしながら見ることのできる原本は圧巻だ．
相川先生にページをめくっていただきながらやは
り目に止まるのはこの肩関節脱臼の整復図である
（図12，13）．あまりにも有名なこの図は，当時の
鎖国令の中で，西洋人の姿が中国人に変わり，さ
らに剃髪した僧姿の医師に変わってしまう．同時
に天秤の腋窩枕子はなくなり，天秤の形状も延べ
棒に変わる．肩関節を前後から押さえるための，
直角にはめ込まれた楔もなくなってしまった経緯は良く語り継がれている．しかし，帰京して，中山会員から，蒲原宏
氏の研究で「紅夷外科宗伝」の新たな発見が発表されていたことを聞いた．「紅夷外科宗伝」はパレの外科書からの引用
よりも，「外科の武器庫」からの引用が多くを占めているということだ．このことは，長崎大学病院ニュースにも記載さ
れていた．資料室の中にはまだまだ貴重な資料がある．ガラスケースの中に常設されている中で印象深かったのは，『シー
ボルト「日本植物誌」』に描かれた色彩豊かなアジサイの細密画（図14）や松本良順の直筆のひな人形の絵（図15）である．
絵は苦手としたと云われるが，教養人は趣味が広い（この絵が描かれた頃，江戸では桜田門外の変がおきている）．また
三角柱のガラスケースにいれられた，紙で作られた筋骨格のキュンストレーキ（解剖模型）を，相川先生は言葉静かに紹
介して下さった（図16）．古びてかなり痛んだものらしく，しいて注視しなかったが，今思えば紅夷外科宗伝に匹敵する
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図10　紅夷外科宗伝の中から
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図12　肩関節脱臼の整復図
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵「紅夷外科宗伝」から）
図11　紅夷外科宗伝の中から
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図13　「近代外科の父・パレ」から転載
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宝である．ポンペが我が国に持ってきた仏製キュンストレーキであり，ポンペが講義し，松本良順が，司馬凌海が，佐
藤尚中が，関寛斎が，長与専斎が・・・目の当たりにして勉強したそのものなのである．小説でしかお目にかかれない
先達が直に目にしたキュンストレーキだ．また，司馬凌海が勝手にポンペの書籍を翻訳したとされる「七新薬」の原本
も見せていただいた．
Ⅵ．それから
話は遡ってシーボルトの頃，シーボルトが瀉血をする様を川原慶賀が描いた有名な絵がある．一説によるとシーボルト
が商館員に瀉血する時に見た光景を的確に表現した絵として紹介されていたが，兼重護氏の研究によればこの頃，川原
慶賀はボアイ版画（原画は大英博物館蔵）にひかれていたらしく，人間感情の表現法を研究していたらしい．「しかめ面２」
（図17）の表情を瀉血の傷みをこらえる表情に当てはめて仕上がったのが「瀉血手術図」（図18）のようだ．のっけから価
値ある時間を過ごすことができた我々は，残った午後の時間を徒歩で史跡を巡ることにした．長大医学部から付属病院
を回って浦上川と平行に坂を下ると山王神社二の鳥居で一本足の鳥居（原爆の遺跡）を左手に見上げる位置に出る．坂を
下って永井隆博士ご夫妻の眠る公園に向かった．
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図14　あじさいの細密画
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図15　ひな人形の絵
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
図16　キュンストレーキ
（長崎大学医学部付属図書館資料室所蔵）
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図17　しかめ面２
（大英博物館所蔵　　　　　　　　　　　
「シーボルトと町絵師慶賀」より転載）
図18　瀉血手術図
（長崎県立美術博物館所蔵）
